


本製品は、精密な時間計測が可能な

クォーツ式クロノグラフムーブメントを

搭載しています。

高精度な計測機能により、現在時刻を

確認しながら、複数の経過時間を

個別に計測できます。
操作方法については、同封の小冊子をご参照いただくか、

以下のウェブサイトをご覧ください。

AVI-8.COM

クロノグラフ
ウォッチ

ストップウォッチ秒針
タキメーター

時針

秒針
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ボタンB

ストップウォッチ
1/20秒針

ストップウォッチ分針
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操作方法については、同封の小冊子をご参照いただくか、
 以下のウェブサイトをご覧ください。
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押し込み時：
防水性あり

引き出し時：
防水性は確保されません
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時刻の設定方法
1. リューズを［2］の位置（2段目）まで
　

日付の設定方法
1. リューズを［1］の位置（1段目）まで引き出します。

2. リューズを時計回りに回して、
　

引き出します。
2. リューズを時計回りに回して、

正しい時刻に合わせます。
3. リューズを押し込みます。

正しい日付に合わせます。

3. リューズを押し込みます。

0

※午後9時から午前3時の間に日付を設定すると、

翌日に日付が切り替わらない場合があります。
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スタート ストップ リスタート

ストップリセット

スタート ストップ リセット

　ストップウォッチは1/20秒単位で、

　最大59分59秒まで計測・表示できます。
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ストップウォッチ針の位置調整

ストップウォッチをリセットしてもストップ

ウォッチ針がゼロ位置に戻らない場合、または

電池交換後は、次の手順を行ってください。
1. リューズを［2］の位置（2段目）まで引き出します。

2. ボタンAを1回押し、ストップウォッチ針をゼロ位置に

　合わせます。

3. ボタンBを1回押し、ストップウォッチ1/20秒針をゼロ位置に　　　　

　合わせます。

4. ストップウォッチ針をゼロ位置に合わせたら、

通常の時針と分針を正しい時刻に合わせ直し、

リューズを通常位置まで押し戻します。

ストップウォッチ針を
ゼロ位置に
合わせる

1/20秒針を
ゼロ位置に
合わせる

時針と分針を
再調整

ストップウォッチ針の
ゼロ位置

ストップウォッチ1/20
秒針のゼロ位置（0.0秒）

※ボタンAまたはBを押し続けると、

　ストップウォッチ針を早送りできます。
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タキメーターの使い方
タキメーターは、一定距離を走行する車両の

おおよその平均速度を測るために使用します。

例えば、車両が1km（または1マイル）を走行する

のにかかった秒数から、その区間の平均速度を

算出できます（計測可能範囲は60秒以内）。

1. 車両が走⾏を開始すると同時に、クロノグラフを

　スタートします。

2. 車両が1km（または1マイル）走行した時点で、

クロノグラフを停止します。

ストップウォッチ針が指すタキメーター目盛りを

読み取ることで、その区間のおおよその平均速度を

確認できます。

平均速度：約80km/h

ストップウォッチ針

45秒経過

※モデルによっては、タキメーター目盛りが
外周ベゼルではなく、文字盤外周リングに
表示されている場合があります。
図の例では、1kmの走行に45秒かかっているため、
おおよその平均速度は80km/h（50mph）です。
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防水性
防水性能表はあくまで目安です。次ページの防水性能表をご

参照ください。実際の防水性能は、水温、塩分濃度、水中で

の使用状況など、さまざまな要因によって変動する場合があ

ります。また、経年劣化や過酷な条件下での使用により、時

計の防水性能は徐々に低下する可能性があります。

時計には防水パッキンが使用されていますが、ジャグジー、

熱いシャワー、スチームルームでは絶対に着用しないでくだ

さい。防水パッキンが施されていても、蒸気がケース内部に

侵入するおそれがあります。時計内部に結露が生じると、内

部機構の作動に影響を与えたり、損傷させたりする可能性が

あります。



Authorised Rep Compliance Ltd.,
Ground Floor, 71 Lower Baggot Street,

Dublin, D02 P593, Ireland.

50m／5気圧

素潜り

業務用深海
ダイビング



1.55V

治療に関する情報は、日本中毒情報センターなどの

中毒相談窓口に連絡してください。

古い電池と新しい電池、または種類やブランドの異なる電池を

混ぜて使用しないでください。

充電式でない電池は充電しないでください。

規則

長期間使用しない機器から取り外した電池は、地域の規則に

従って直ちにリサイクルまたは廃棄してください。


	タキメーター
	日付
	ストップウォッチ秒針
	クロノグラフ ウォッチ
	ボタンA
	時針
	分針 リューズ

	本製品は、精密な時間計測が可能な クォーツ式クロノグラフムーブメントを搭載しています。
	ボタンB
	秒針
	（1段目）
	（2段目）
	操作方法については、同封の小冊子をご参照いただくか、
	以下のウェブサイトをご覧ください。



	AVI-8.COM
	時刻の設定方法 1. リューズを［2］の位置（2段目）まで
	引き出します。
	2. リューズを時計回りに回して、
	正しい時刻に合わせます。3. リューズを押し込みます。
	日付の設定方法 1. リューズを［1］の位置（1段目）まで引き出します。2. リューズを時計回りに回して、
	正しい日付に合わせます。3. リューズを押し込みます。
	※午後9時から午前3時の間に日付を設定すると、 翌日に日付が切り替わらない場合があります。
	ストップ
	スタート
	リスタート
	スタート
	ストップ
	リセット
	リセット
	ストップ
	ストップウォッチ針の位置調整
	ストップウォッチをリセットしてもストップ ウォッチ針がゼロ位置に戻らない場合、または 電池交換後は、次の手順を行ってください。 1. リューズを［2］の位置（2段目）まで引き出します。 2. ボタンAを1回押し、ストップウォッチ針をゼロ位置に 　合わせます。 3. ボタンBを1回押し、ストップウォッチ1/20秒針をゼロ位置に　　　　 　合わせます。
	※ボタンAまたはBを押し続けると、 　ストップウォッチ針を早送りできます。
	ストップウォッチ1/20 秒針のゼロ位置（0.0秒）
	ストップウォッチ針のゼロ位置

	タキメーターの使い方 タキメーターは、一定距離を走行する車両の おおよその平均速度を測るために使用します。
	例えば、車両が1km（または1マイル）を走行するのにかかった秒数から、その区間の平均速度を 算出できます（計測可能範囲は60秒以内）。
	1. 車両が走行を開始すると同時に、クロノグラフを 　スタートします。
	2. 車両が1km（または1マイル）走行した時点で、 クロノグラフを停止します。 ストップウォッチ針が指すタキメーター目盛りを 読み取ることで、その区間のおおよその平均速度を確認できます。
	平均速度：約80km/h
	45秒経過
	※モデルによっては、タキメーター目盛りが 外周ベゼルではなく、文字盤外周リングに 表示されている場合があります。 図の例では、1kmの走行に45秒かかっているため、 おおよその平均速度は80km/h（50mph）です。
	防水性 防水性能表はあくまで目安です。次ページの防水性能表をご参照ください。実際の防水性能は、水温、塩分濃度、水中での使用状況など、さまざまな要因によって変動する場合があります。また、経年劣化や過酷な条件下での使用により、時計の防水性能は徐々に低下する可能性があります。
	時計には防水パッキンが使用されていますが、ジャグジー、熱いシャワー、スチームルームでは絶対に着用しないでください。防水パッキンが施されていても、蒸気がケース内部に侵入するおそれがあります。時計内部に結露が生じると、内部機構の作動に影響を与えたり、損傷させたりする可能性があります。
	50m／5気圧

	素潜り
	業務用深海 ダイビング
	規則

	1.55V
	充電式でない電池は充電しないでください。


